
９
月

13日
、

日
本

の
棚

田
百

選
に

選
定

さ
れ

て
い

る
大

蕨
の

棚
田

で
、「

グ
ル

ー
プ

農
夫

の
会

」
主

催
の

稲
刈

り
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
当

日
は

、
山

形
交

響
楽

団
の

奏
者

、
山

形
明

正
高

校
サ

ッ
カ

ー
部

、
山

辺
高

校
食

物
部

な
ど

の
皆

さ
ん

が
参

加
。

山
響

奏
者

の
慣

れ
た

手
つ

き
と

高
校

生
の

元
気

な
パ

ワ
ー

で
、

稲
は

あ
っ

と
い

う
間

に
刈

り
取

ら
れ

、
大

蕨
地

区
に

笑
顔

が
広

が
り

ま
し

た
。（

関
連

記
事

…
６

ペ
ー

ジ
）

▲

Ｙ
ａ

ｍ
ａ

ｎ
ｏ

ｂ
ｅ

　
Ｐ

ｕ
ｂ

ｌ
ｉ

ｃ
　

Ｒ
ｅ

ｌ
ａ

ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

ｓ
https://w

w
w

.tow
n.yam

anobe.yam
agata.jp/

み
ん

な
が

つ
な

が
る

 協
働

の
ま

ち
 や

ま
の

べ
～

未
来

に
つ

な
ぐ

 自
慢

の
ま

ち
～

Yam
anobe Public  

Yam
anobe Public  Relations

Relations

収
穫
の
秋
！大
蕨
の
棚
田
で
稲
刈
り

広
 報

広
 報

■
山
辺
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.town.yam
anobe.yam

agata.jp/

カ
ラ

ー
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

N
o.８
３
５

N
o.８
３
５

２
０
２
６
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町
の
令
和
７
年
度
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の

　

町
の
令
和
７
年
度
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
が
ど
の
よ
う
に

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
主
な
内
容
と
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
主
な
内
容
と
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

決
算
決
算
決
算

　

令
和
７
年
度

　

令
和
７
年
度

　

主
な
実
施
事
業

　

主
な
実
施
事
業

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
へ
の
新
た
な

記
念
品
開
発
の
支
援
に
努
め
た
ほ
か
、

寄
附
金
を
基
金
へ
積
み
立
て
ま
し
た
。

… 

１
５
億
１
０
６
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
事
業

　

乳
幼
児
、
児
童
な
ど
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
を
負
担
し
、
支
援
に
努

め
ま
し
た
。

… 

１
億
７
４
２
万
円

山
辺
町
医
療
給
付
事
業

　

物
価
高
騰
対
策
に
係
る
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

… 
１
億
４
、７
１
５
万
円

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

　

除
雪
活
動
の
迅
速
か
つ
的
確
な
実

施
の
た
め
、
除
雪
機
械
を
増
強
配
備

し
ま
し
た
。

… 

２
、９
６
６
万
円

建
設
機
械
（
除
雪
）
整
備
事
業

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算

に
お
け
る
実
質
収
支
※

は
、

２
億
５
、３
８
２
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
入
に
つ
い
て
、
地
方

税
は
、
収
入
増
に
よ
る
影
響
で

対
前
年
度
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
の
う
ち
、
普
通
交

付
税
は
対
前
年
度
増
、
特
別
交

付
税
は
除
雪
関
係
経
費
な
ど
の

減
少
が
要
因
と
な
り
対
前
年
度

減
と
な
り
ま
し
た
。
寄
附
金
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
が
堅
調
に
増
と
な
り
ま
し

た
。
国
庫
支
出
金
並
び
に
県
支

出
金
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る

事
業
へ
の
補
助
金
や
負
担
金
の

増
減
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
歳
出
に
つ
い
て
は
、「
令

和
７
年
夏
巡
業 

大
相
撲
山
辺

一一  

般般  

会会  
計計

歳出総額　79億2,586万円 歳入総額　82億1,037万円

《用語の説明》
◆ 自主財源
　町税など町が自主的に確保
できるお金
◆ 依存財源
　町が自主的に確保できない
お金
◆ 義務的経費
　支出が義務付けられ、任意
に節減できないもの
◆ 投資的経費
　道路や施設など、将来に残
るものに支出されるもの

　

豪
雨
災
害
に
よ
る
内
水
被
害
防
止
の

た
め
排
水
ポ
ン
プ
車
を
配
備
し
ま
し
た
。

… 

７
、４
０
１
万
円

都
市
下
水
路
維
持
管
理
事
業

　

老
朽
化
し
て
い
る
道
路
・
橋
梁
の

点
検
や
修
繕
を
実
施
し
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

… 

１
億
５
、４
６
３
万
円

道
路
・
橋
梁
の

　
　
　
　
　 

維
持
管
理
事
業

県支出金県支出金
4億4,830万円4億4,830万円

【5.5%】【5.5%】

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

町税町税
13億332万円13億332万円
【15.9%】【15.9%】

繰入金繰入金
７億3,743万円７億3,743万円

【9.0%】【9.0%】

寄附金寄附金
9億9,516万円9億9,516万円

【12.1%】【12.1%】

繰越金繰越金
2億2,248万円2億2,248万円

【2.7%】【2.7%】

諸収入諸収入
１億3,227万円１億3,227万円

【1.6%】【1.6%】その他その他
8,801万円8,801万円
【1.1%】【1.1%】

各種交付金各種交付金
4億672万円4億672万円
【4.9%】【4.9%】

町債町債
２億640万円２億640万円

【2.5%】【2.5%】

地方譲与税地方譲与税
6,614万円6,614万円
【0.8%】【0.8%】

　

標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を

実
施
し
、
国
の
共
通
仕
様
へ
の
統
一

化
お
よ
び
ク
ラ
ウ
ド
利
用
を
推
進
し

ま
し
た
。

… 

１
億
５
、３
８
４
万
円

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　
管
理
運
営
事
業

47億47億
3,170万円3,170万円
【57.6%】【57.6%】

〇歳入 その他の内訳
・使用料および手数料：4,986万円
・財産収入：1,670万円
・分担金および負担金：2,146万円

歳 出

補助費等補助費等
13億796万円13億796万円
【16.5%】【16.5%】

義
務
的
経
費

義
務
的
経
費

26億26億
239万円239万円

【32.9%】【32.9%】

そ
の
他
の
経
費

そ
の
他
の
経
費

人件費人件費
12億148万円12億148万円
【15.2%】【15.2%】

扶助費扶助費
9億987万円9億987万円
【11.5%】【11.5%】

公債費公債費
４億9,104万円４億9,104万円

【6.2%】【6.2%】

積立金積立金
12億1,535万円12億1,535万円

【15.3%】【15.3%】

繰出金繰出金
5億7,542万円5億7,542万円

【7.3%】【7.3%】

貸付金貸付金
6,550万円6,550万円
【0.8%】【0.8%】

50億50億
7,581万円7,581万円
【64.0%】【64.0%】

物件費物件費
17億3,328万円17億3,328万円

【21.9%】【21.9%】

維持補修費維持補修費
1億7,830万円1億7,830万円

【2.2%】【2.2%】

投資的経費投資的経費
２億4,766万円２億4,766万円

【3.1%】【3.1%】

普通建設事業費・災害復旧費普通建設事業費・災害復旧費
2億4,766万円2億4,766万円

【3.1%】【3.1%】

34億34億
7,867万円7,867万円
【42.4%】【42.4%】

場
所
」
を
開
催
し
、
相
撲
巡
業

を
通
じ
た
賑
わ
い
創
出
、
地
域

活
性
化
お
よ
び
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

豪
雨
災
害
に
よ
る
内
水
被
害

防
止
の
た
め
排
水
ポ
ン
プ
車
を

配
備
、
ま
た
豪
雪
対
策
と
し
て

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
２
台
を
増

強
し
た
ほ
か
、
防
災
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
張
（
Ｘ
・

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
連
携
）
を
行
い
ま
し

た
。
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
い
た
標
準
準
拠
シ

ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
実
施
し
、

国
の
共
通
仕
様
へ
の
統
一
化
お

よ
び
ク
ラ
ウ
ド
利
用
を
推
進
し

ま
し
た
。物
価
高
騰
対
策
で
は
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

全
町
民
へ
の
商
品
券
配
布
や
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
よ

り
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
対

す
る
生
活
支
援
と
地
域
経
済
活

性
化
に
寄
与
し
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
歳

入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
に

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引

い
た
額

2 2026.10.15 広報やまのべ 

　

多
様
な
媒
体
を
活
用
し
、
地
域
特

性
を
活
か
し
た
情
報
発
信
に
努
め
ま

し
た
。

… 

２
、７
５
４
万
円

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

地方交付税地方交付税
25億9,982万円25億9,982万円

【31.7%】【31.7%】

国庫支出金国庫支出金
10億432万円10億432万円
【12.2%】【12.2%】
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　特別会計で行う事業は、下表に示した３つの会計があります。これらの歳入総額は29億3,521万円、歳出
総額は28億6,154万円となりました。

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引　額
国民健康保険特別会計 12億2,434万円 11億9,251万円 3,183万円

介護保険特別会計 14億9,245万円 14億5,366万円 3,879万円
後期高齢者医療特別会計 2億1,842万円 2億1,537万円 305万円

区分 令和５年度 令和６年度 令和７年度
財政力指数　　※1 0.381 0.370 0.361
経常収支比率　※2 89.2% 91.7% 88.7%

※１�財政運営の自主性の大きさを示す指数で、財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く財政力の豊か
な団体であるといえます。

※２�財政構造の弾力性を示す数値で、この値が100％に近いほど、自由に使えるお金が少ないことになり
ます。

会計名 令和５年度 令和６年度 令和７年度
一般会計 42億5,598万円 39億  458万円 36億4,710万円
簡易水道 1,332万円 1,674万円 1,283万円

公共下水道 25億7,411万円 23億9,078万円 22億4,034万円

町の財政健全化判断比率および資金不足比率について

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、令和7年度決算に基づく健全化判断比率およ
び公営企業の資金不足比率を公表します。

指 標 山辺町比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率
　普通会計の実質赤字（歳入を歳出が上回った額）
が標準財政規模に占める割合

―
（―）

15.00 20.00

連結実質赤字比率
　すべての会計の実質赤字が標準財政規模に占める
割合

―
（―）

20.00 30.00

実質公債費比率
　公債費および公債費に準じた経費が標準財政規模
に占める割合

8.5
（9.5）

25.00 35.00

将来負担比率
　地方債残高のほか一般会計などが将来負担すべき
実質的な負債が標準財政規模に占める割合

―
（―）

350.00

※標準財政規模とは、地方公共団体の一般財源の標準的な大きさを示す指標です。
※実質赤字比率、連結赤字比率の「－」は、赤字額がないことを示しています。
※将来負担比率の「－」は、基金などの充当可能財源などが将来負担額を上回ることを示しています。

会計名 比 率 経営健全化基準
山辺町簡易水道事業会計 － 20.00

山辺町公共下水道事業会計 － 20.00

（単位：％）

※資金不足比率の「－」は、資金不足がないことを示しています。

□ 基金の状況

□ 特別会計

□ 主な財源指標

□ 健全化判断比率

□ 資金不足比率

（　）内は昨年度比率　（単位：％）

□ 町債の状況

　企業会計は独立採算制を原則とするもので、下表に示した２つの会計があります。

会計名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
簡易水道事業会計 3,696万円 3,064万円 203万円 406万円

公共下水道事業会計 3億4,092万円 3億1,469万円 2億2,535万円 3億830万円

□ 企業会計

基　金　名 令和５年度 令和６年度 令和７年度
土地開発基金 1,820万円 1,823万円 1,828万円

安達峰一郎奨学基金 57万円 57万円 57万円
育英奨学基金 2,795万円 2,700万円 2,708万円
財政調整基金 11億4,054万円 11億711万円 11億953万円

減債基金 2億1,717万円 1億8,868万円 1億8,407万円
ふるさとづくり事業基金 5億2,445万円 5億2,520万円 5億2,658万円

スポーツ振興資金 1,015万円 993万円 987万円
地域福祉基金 3,871万円 3,803万円 3,759万円
山辺温泉基金 6,008万円 7,193万円 8,212万円

ふるさと応援基金 4億395万円 5億4,941万円 8億3,928万円
太陽光発電設備管理基金 58万円 63万円 68万円
公共施設等再生整備基金 7億277万円 7億3,377万円 7億6,587万円

森林環境譲与税基金 1,334万円 1,754万円 1,806万円
新型コロナウイルス感染症対策利子等

補給基金 1,187万円 542万円 0万円

学校施設整備基金 5億円 7億66万円 8億5,259万円
企業版ふるさと納税地方創生基金 0万円 0万円 0万円

合　　　計 36億7,033万円 39億9,411万円 44億7,217万円

区分 令和５年度 令和６年度 令和７年度
発行額 1億4,930万円 1億4,870万円 2億  640万円

元金償還額 5億5,158万円 4億9,862万円 4億6,535万円

□ 町の起債残高

5 広報やまのべ 2026.10.15

問合せ 　　総務課　財政管理係　☎（６６７）１１１１
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まちまちのの

わわ
大蕨棚田再生事業

今年も豊作‼黄金に実った棚田米
　９月13日、日本の棚田百選に選定されている大蕨
の棚田で、棚田米の稲刈りと杭掛けが行われました。
　当日は、山形交響楽団の奏者、山形明正高校サッ
カー部、山辺高校食物部など、約100人が参加。地
元団体「中地区有志の会」や、棚田の再生に取り組
む「グループ農夫の会」の皆さんから稲の刈り方や
杭掛けの方法を教わりながら、参加者は元気に収穫
を楽しみました。
　稲刈りを終えた後は、山辺高校食物部の皆さんが
地元特産品を使って手作りした昼食を囲み、参加者
同士で交流を深めました。稲刈りから食事までの体
験を通して、普段何気なく食べている米が、多くの
人の手によって育てられていることを学びました。

①上手に杭掛けをこなしました
②息の合った連携で、稲を次々と運びました
③�「腕が限界…！」重い稲を運びながら、農家さんの苦労

を実感
④楽器を鎌に持ち替えて楽しく稲刈り！（山響の皆さん）
⑤大蕨伝統の“杭掛け”でおいしいお米に
⑥�山辺高校食物部の皆さんが約100食分の豚汁やコロッケ

などを振る舞いました

起震車で地震体験

地震の揺れを体験して学ぶ
　８月19日～28日にかけて、町内の保育所、幼稚園で、
地震体験が行われました。園児たちは大きな揺れが
起きると、机の下に身を隠して頭を守るなど、実際
の揺れを体験し、地震の怖さを知るとともに、いざ
というときに自分の身を守る方法を学びました。

7 広報やまのべ 2026.10.157777
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山辺高校福祉科

福祉や介護について知ろう！
　９月８日、山辺高校で相模小学校の児童を対象と
した福祉学習が行われました。児童たちは、車いす
での移動や、高齢者・聴覚・視覚障がいなどを体験。
高校生から体験方法や注意点を教わりながら、身体
のさまざまな感覚の変化を実感しました。児童たち
は、普段とは異なる不自由さを体験し、相手の立場
に立って考えることの大切さを学びました。

揺れを体験し、身の安全を守る方法を学びました

体験を通し、相手の気持ちを考える大切さを学びました

舞米豚まつり

焼きたての舞米豚をパクリ！
　９月６日、町中央公園で㈱山形ピッグファーム
主催の「舞米豚まつり」が７年ぶりに開催され、
約500人が参加しました。山辺中学校吹奏楽部の演
奏で幕を開け、参加者は自分で焼いた舞米豚を頬
張り、「おいしい！」と笑顔で味わう姿が見られま
した。また、豪華景品が当たる〇×クイズやビン
ゴ大会も行われ、会場は大盛り上がり。久しぶり
に開催された舞米豚まつりを、参加者は存分に楽し
んでいました。

山辺町バスケットボールフェスティバル

熱戦に沸く、バスケフェス
　９月５日、山辺町民総合体育館で「山辺町バス
ケットボールフェスティバル2026」が開催されま
した。今年は立川ダイス（東京）を迎えての対戦。
両者による激しい攻防が繰り広げられ、惜しくも
敗れたものの、今後の戦いに向けて手応えを感じ
させる試合となりました。

果敢に攻め込みゴールを狙う阿部選手

だいだい

３市２町の消防団による連携訓練

活動中の安全管理の大切さを学ぶ
　県消防協会東南村山支部の連携訓練が８月30日に山形
市西消防署で行われました。今年度の訓練は、S-KYT（消
防団危険予知訓練）として、災害現場などで危険予知に
よる安全かつ的確な活動につなげることを目的に実施さ
れました。町消防団からは20人が参加し、指差し唱和や
グループワークによる演習などに取り組みました。

グループワークによる演習

舞米豚のおいしさに
舞米豚のおいしさにおもわず笑顔！

おもわず笑顔！

④

① ②

③

⑥⑤

山辺中吹奏楽部山辺中吹奏楽部

〇×クイズ〇×クイズ

6 2026.10.15 広報やまのべ 
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畑谷城灯籠流し2026

水面に揺れる幻想的な灯
　９月12日、「畑谷城灯籠流し2026」が畑谷地区
で行われました。そば処弁天では、一

いちりゅうさいていじゅ

龍斎貞寿さ
んによる畑谷城の合戦を題材とした講談が行われ、
約400年前に江

え ぐ ち ご ひ ょ う え あ き き よ

口五兵衛光清が繰り広げた激戦の
畑谷城の歴史が語られました。畑谷城周辺の堰で
は、家族への思いなどを記した灯ろうを水路に浮
かべ、静かに揺れる幻想的な灯りを楽しみました。

願いを込めた灯ろうが、水面に揺らめきました

町消防団

消防操法要領訓練で対応力強化
　９月13日、町消防団の消防操法要領訓練が行
われ、約90人が参加しました。消防操法は、消
火活動における団員の安全確保と、迅速・的確
な機械器具の運用につながる重要な訓練です。
団員は、一連の手順を確認しながら習熟に努め
ました。今後も団員一丸となって、町の安全・安
心を守る活動に取り組んでいきます。

真剣に訓練に取り組む団員

8 2026.10.15 広報やまのべ 

ゆりかご幼稚園

春に植えた苗、いよいよ収穫！
　９月18日、幼稚園の田んぼで年長児が稲刈りを
行いました。春に自分たちで植えた「雪若丸」を、
鎌の使い方を教わりながら一生懸命刈り取りまし
た。刈った稲は友達と協力して運び、束ねて天日
干しにしました。収穫を通して、お米ができるま
での過程や大切さを学んだ子どもたち。収穫した
お米は、おにぎりにしてみんなで味わう予定です。 ベルを使って、親子で楽しく体操

子育て広場

楽しく体を動かそう！
　９月17日、山辺北部公民館で子育て広場「３
B体操」が開催されました。音楽に合わせて体
を動かしたり、「ベル」などの用具を使った運動
を楽しんだりしました。みんなで一緒に体を動
かすことで、運動能力やリズム感を養いながら、
笑顔で楽しく交流を深めました。

安達峰一郎博士に関する安達峰一郎博士に関する
新刊を寄贈いただきました新刊を寄贈いただきました

　８月26日、町郷土史研究会顧問の佐
さ と う つ ぐ お

藤継雄さんが町役場に来庁し、自身が８月に新たに発行した書籍「世
界平和のため活躍した外交官・裁判官 安達峰一郎」５冊を町へ寄贈いただきました。
　この書籍は町内で以前に発刊されていた総合誌「くわご」に寄稿されていた安達博士の文章を再編集・
加筆したもので、安達博士の生涯にわたる足跡や世界平和に向けて取り組まれたさまざまな功績などが
分かりやすくまとめられた１冊です。
　佐藤さんからは、「近年の国際的な緊張感の高まりを感じる中、国際紛争を平和的に解決する役目を担っ
た安達博士の人柄やその精神に触れるキッカケになって欲しい」との思いが語られました。

（同書籍は町内の書店や文具店などで取り扱っております。）

9 広報やまのべ 2026.10.15

重い稲もへっちゃら！

山辺町ゼロカーボンシティ宣言を行いました

　本町は、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼ
ロにする「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。
近年の猛暑や豪雨など、気候変動の影響が身近に感
じられる中、未来の世代に安心して暮らせる環境を
引き継ぐための取り組みを進めていきます。
　町では、再生可能エネルギーの活用や公共施設の
省エネ化、森林の保全などを進め、町民・事業者の
皆さんと協力しながら脱炭素のまちづくりを進めま
す。
　日々の節電やごみの削減など、身近なところから
のご協力をお願いします。

問合せ 　町民生活課　生活環境係　☎（６６７）１１０９

安達博士に関する新刊を寄贈いただきました 安達博士の功績を後世に伝えたいと語る佐藤さん
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みんなでごみを減らしましょう！みんなでごみを減らしましょう！
町民生活課　生活環境係
☎（６６７）１１０９

　８月は前年同月より、もやせるごみの量が増えています。分ければ『資源』、まぜれば『ごみ』です。ごみ
の分別と削減や「３R」（リデュース・リユース・リサイクル）に努めましょう。ごみ分別アプリ「さんあ～る」
で、ごみに関するさまざまな情報を提供します。下記よりアプリをインストールし、ご活用ください。また、
町公式LINEより粗大ごみの予約ができます。ぜひご活用ください。

ごみ分別アプリを利用しましょうごみ分別アプリを利用しましょう

【町公式ＬＩＮＥ】

iPhone、iOS
端末をお使い
の方

【ごみ分別アプリ】

Android端末
をお使いの方※令和７年８月との比較＋21.91ｔ

　（家庭系：＋18.56ｔ、事業系：＋3.35ｔ)
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おお  知知  ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

小
型
除
雪
機
械
の
購

入
を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
冬
期
間
の
道
路
交
通

や
安
全
で
安
心
な
住
民
生
活
を
確

保
す
る
た
め
、
小
型
除
雪
機
械
を

購
入
整
備
す
る
団
体
に
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
／
町
道
ま
た
は
町

長
が
必
要
と
認
め
る
私
道
な
ど
の

除
雪
を
５
戸
以
上
で
共
同
し
て
行

う
団
体
（
団
体
は
、
同
一
地
区
も

し
く
は
隣
接
す
る
地
区
に
居
住
し

て
い
る
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
条
件
で
す
）。

補
助
金
額
／
小
型
除
雪
機
械
の
購

入
に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１

（
１
台
に
つ
き
25
万
円
が
限
度
）

申
込
方
法
／
次
の
①
～
⑥
の
書
類

を
、
機
械
の
購
入
前
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書

②
事
業
計
画
書

③
購
入
予
定
機
械
の
見
積
書
の
写
し

④
購
入
予
定
機
械
の
カ
タ
ロ
グ

⑤�
除
雪
実
施
箇
所
位
置
図
お
よ
び

除
雪
機
械
の
保
管
場
所

⑥
代
表
者
選
定
届
な
ど

※
①
、
②
、
⑥
の
様
式
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

道路で絶対遊ばない‼
重大事故につながる路上遊戯は禁止です

　外で遊ぶときは、公園や広場を利用しましょう。
車両の出入りが予想される住宅街で遊ぶことは、命を守るためにも絶対にやめてください。

問合せ 　町民生活課　生活環境係　☎（６６７）１１０９

・道路では絶対に遊ばない、飛び出さない

・曲がり角では一度止まって、左右の安全を確かめる

・自転車に乗るときは、ヘルメットを正しくかぶる

・�他人の敷地に道具が入ってしまったら、勝手に入らず、必ず声をかけて
許可をもらう

ご家庭での声がけ、交通ルールの確認をお願いいたします。

き
ま
す
。

申
込
み
受
付
期
間
／

10
月
15
日
㈭
～
12
月
15
日
㈫

そ
の
他
／
予
算
の
範
囲
内
の
交
付

と
な
り
ま
す
。
予
算
額
に
到
達
次

第
、
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
の
交
付
決
定
さ
れ

た
団
体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
除
雪

実
施
箇
所
周
辺
に
次
の
箇
所
が
あ

る
場
合
、
地
域
と
連
携
し
積
極
的

な
除
雪
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑴�

バ
ス
停
留
所
な
ど
の
公
共
に
利

用
さ
れ
る
も
の

⑵�

自
力
で
除
雪
出
来
な
い
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦

世
帯
お
よ
び
障
が
い
者
の
み
の

世
帯
の
玄
関
口
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ

美
力
発
信
課　

情
報
統
計
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
０

山
形
市
役
所
前
通
り

交
通
規
制
に
伴
う
バ

ス
停
の
移
設
に
つ
い
て

　

10
月
31
日
㈯
か
ら
来
年
９
月
末

ま
で
（
予
定
）
山
形
市
役
所
前
５

番
、
６
番
バ
ス
停
の
位
置
が
変
わ

り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

山
形
県
村
山
総
合
支
庁
都
市
計
画
課

☎
（
６
２
１
）
８
２
２
３

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１

一度の登録で、町の災害情報などをメールで入手できます。
（登録時、メール受信時などに発生する通信料は、登録した方の負担となります。）

パソコン・スマートフォン 　https://plus.sugumail.com/usr/yamanobe/home

携帯電話 　https://m.sugumail.com/m/yamanobe/home

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１ 毎月１日の午後７時にサイレンが鳴ります

登録制メール（登録サイトアドレス）

介
護
力
講
座
を
開
催

し
ま
す

　

介
護
に
関
し
て
興
味
・
関
心
が

あ
る
方
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方
な
ど
、
講
話
や
実
技
を
通
し
て

介
護
力
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
内
容

【
１
日
目
】

日
時
／
11
月
11
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
～
正
午
（
午
前
９
時
15
分
か

ら
受
付
開
始
）

内
容
／
介
護
保
険
の
基
礎
知
識
、

介
護
職
員
に
よ
る
介
護
実
践
講
座

（
移
動
移
乗
）、
介
護
職
員
に
よ
る

介
護
実
践
講
座
（
食
事
摂
取
）

【
２
日
目
】

日
時
／
11
月
18
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
～
正
午
（
午
前
９
時
15
分
か

ら
受
付
開
始
）

内
容
／
介
護
職
員
に
よ
る
介
護
実

践
講
座
（
排
せ
つ
漏
れ
を
防
ぐ
お

む
つ
の
当
て
方
）、
町
の
高
齢
者

事
業
の
紹
介
、
施
設
見
学

場
所
／
や
ま
の
べ
荘

持
ち
物
・
服
装
／
筆
記
用
具
、水
筒
、

マ
ス
ク
着
用
、
動
き
や
す
い
服
装

参
加
料
／
無
料

申
込
み
締
切
り
／
10
月
28
日
㈬

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課　

介
護
支
援
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
７
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●町へのご意見・ご質問をお寄せください。
 〒990-0392　山辺町緑ケ丘５　『広報やまのべ』係
 ☎（６６７）１１１０　Fax（６６７）１１１２
 E-mail：kouhou@town.yamanobe.yamagata.jp
 ＊いただいたお便りは広報紙に掲載させていただく場合があります。
 ＊差出人が不明のものは、掲載・回答はできません。
 ＊匿名希望の場合でも、住所・氏名を忘れずにお書き添えください。

●高品質なものづくり支援事業補助金
　町内で３年以上継続して製造業を営む中小企業など（連携体でも可）が行う新製品・新技
術開発の取り組みに対して補助します。
開発チャレンジ／開発費用（材料選定、市場調査など）の３分の１以内（上限30万円　※連
携体60万円）
商品化／開発成果の商品化に向けた費用（試作品開発、試験評価など）の３分の１以内（上
限50万円　※連携体100万円）

●空き店舗等バンク制度
　町内の空き店舗など（店舗、工場、事務所など）を「売りたい・貸したい」所有者と、「買
いたい・借りたい」利用希望者の橋渡しをする制度です。登録物件は町ホームページで公開
します。
対象／町内に空き店舗などを所有している方、町内の空き店舗などを創業・事業拡大などの
目的で利用したい方（両者とも登録が必要です。）
※町は、売買や賃貸借の交渉・契約には関与しません。

町内の商工業を補助金などで支援します

問合せ 　産業課　商工振興係　☎（６６７）１１０６

※�補助金は、年度内で完了できるものに限り、予算の範
囲内での交付となります。詳しくは町ホームページで
ご確認ください。

Ｔ
ａ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
堂　

木き

む

ら

そ

う

た

村
草
太　

講
演
会

開
催
‼

　

今
回
の
Ｔ
ａ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
堂
の
講

師
は
、
東
京
都
立
大
学
教
授
で
憲

法
学
を
専
門
と
す
る「
木
村
草
太
」

さ
ん
。「
世
界
の
良
心
」
と
謳
わ

れ
た
安
達
峰
一
郎
博
士
が
生
ま
れ

た
山
辺
町
で
、
木
村
さ
ん
と
「
平

和
憲
法
」
を
学
び
ま
す
。
平
和
と

は
何
か
。
憲
法
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

ニ
ュ
ー
ス
や
日
々
の
生
活
を
新
た

な
視
点
か
ら
見
つ
め
直
す
き
っ
か

け
に
な
る
は
ず
で
す
。
未
来
の
平

和
を
考
え
る
時
間
を
、
ぜ
ひ
一
緒

に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
10
月
27
日
㈫　

午
後
７
時
～

場
所
／
中
央
公
民
館

受
講
料
／
２
、０
０
０
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）

演
題
／
憲
法
の
す
す
め
～
平
和
憲

法
を
学
ぶ
～

問
合
せ

中
央
公
民
館

☎
（
６
６
４
）
６
０
３
３

投票所入場券の様式を変更します
◆「圧着はがき様式」に変わります
　令和８年10月の山辺町長選挙から、投票所入場券の様式が変わります。
　これまで、投票所入場券は１通に１人単位で郵送しておりましたが、世帯単位（１通につ
き最大４人分）での郵送に変更になります。
【郵送方法の変更について】
　◎変更前：はがきタイプ（１通に１人分印字）
　◎変更後：圧着はがきタイプ（同一世帯1通に４人分印字）
　※変更後、郵送時のあて名は世帯主名となります。
　※５人以上の世帯は、２通に分けての郵送となります。
【様式の変更について】
　以下の画像のとおり、１通につき最大４人の入場券が印字されております。
　投票の際には、ご自分の名前が印字された投票所入場券を切り取ってお持ちください。
※�選挙の内容など、詳細については町選挙管理委員会に問い合わせいただくか、10月１日

号のお知らせ版をご覧ください。
　

ご
自
分
の
名
前
が
印
字
さ

れ
た
投
票
所
入
場
券
を
切
り

取
っ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
裏
面
の
宣
誓
書

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問合せ 　町選挙管理委員会　☎（６６７）１１１１

�
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に
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私
実
仕
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等
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天
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真
•
•
•

•
•

※

-

」
の
裏
面
に
投
票
日
当
日
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
投
票
所
入
場
券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す

一

期日 前投 票宣缶――――― 書

住所 表面と同じ。

氏名

生年
大正・昭和•平成 年 月 日月日

令和

期日 投前 票

8年

宣缶―――――

月

書

住所 表面と同じ。

氏名

生年
大正・昭和•平成 年 月 日月日

令和 8年 月

日

日

私は、選挙の当日、下記のいずれかの事由に該当する見込みであり、
真実に相違ないことを誓います。
・仕事、学業、地域行事、冠婚葬祭その他の用務に従事
・用事又は事故のため、投票所のある区域の外に外出・旅行・滞在
．疾病、負傷、出産、老衰、身体障害等のため歩行が困難又は刑事施設
等に収容
・住所移転のため、本町以外に居住
・天災又は悪天候により投票所に行くことが困難

の入コ
し

＝―-ロ

ご

を項事な要必こ書元―――――宣の
し

こ
しさ

、
だ＜

て
ち
っ取

持
り

お
切
こ

を
所

券
票

場
投

入
前

の
日

分
期

自

ご

上
※

 

開
け
口
①
▼ヽ．

期日 前投 票宣誓―― 書

住所 表面と同じ。

氏名

生年
大正・昭和・平成 年 月 日月日

期日 前投

令和

票

8年

宣誓――

月

書

住所 表面と同じ。

氏名

生年
大正・昭和•平成 年 月 日月日

令和 8年 月

日

日

私は、選挙の当日、下記のいずれかの事由に該当する見込みであり、
真実に相違ないことを誓います。
・仕事、学業、地域行事、冠婚葬祭その他の用務に従事
・用事又は事故のため、投票所のある区域の外に外出・旅行・滞在
．疾病、負傷、出産、老衰、身体障害等のため歩行が困難又は刑事施設
等に収容
・住所移転のため、本町以外に居住
・天災又は悪天候により投票所に行くことが困難
※

ご

自分の入場券を切り取って、この宣誓書に必要な事項を

ご

記入の
上、期日前投票所にお持ちください。

1 お知らせ I 
◎今回、山辺町の選挙人名簿に登載されている方は次の方です。
【年齢】平成20年10月26日以前に生まれた方
【住所】令和8年7月19日までに山辺町に転入の届出をされた方

◎入場券は9月28日（月）時点の住所で作成しています。
その後、転居された方はこの入場券に記載されている投票所
での投票となります。

◎この入場券を失くしたり、お忘れになった場合でも投票する
ことができますので受付でお知らせください。
（お名前、ご住所、生年月日等の本人確認を行います）

【不在者投票はこちら】

学生生活や仕事等の理田により、滞在
している市区町村で r不在者投票』を
する場合は、右の二次元バーコー ドか
ら詳細をご確認ください。

なりすまし投票は重大な犯罪です

他人になりすまして投票する行為は、公職選挙法違反とし
て2年以下の禁錮または30万円以下の罰金に処されます。
また、詐偽投票を依頼するなど、違反行為を強要・ほう助

した人にも厳罰が処せられます。

ウラ

|::疇：言どと：、夏晶夏｀：門��6巴
日付 ， サイン等をお願い致します→ ／

／ 
珈 15日 ピ0

表 裏

～
調
査
に
ご
理
解
を
～

～
調
査
に
ご
理
解
を
～

道
路
交
通
量
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

５
年
に
一
度
実
施
す
る
道
路
交

通
量
調
査
を
町
内
12
路
線
で
実
施

し
ま
す
。

　

通
行
す
る
車
両
な
ど
の
台
数
、

車
両
分
類
、
歩
行
者
な
ど
の
通
過

人
数
を
調
査
員
が
カ
ウ
ン
ト
調
査

し
ま
す
。

期
日
／
10
月
27
日
㈫
～
29
日
㈭

（
内
２
日
間
）

時
間
／
午
前
６
時
～
午
後
６
時

調
査
を
実
施
す
る
路
線

▽
三
河
線

▽
西
町
高
楯
線

▽
高
楯
前
小
路
線

▽
大
門
鶴
田
線

▽
大
門
四
本
橋
線

▽
高
楯
金
沢
線

▽
向
原
下
反
田
線

▽
山
辺
住
宅
団
地
線

▽
簗
沢
玉
虫
線

▽
松
山
線

▽
萱
場
玉
虫
線

▽
中
作
谷
沢
線

問
合
せ

建
設
課　

管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

14 2026.10.15 広報やまのべ 15 広報やまのべ 2026.10.15

問合せ ニット館「すだまり」　☎０９０（６６８４）８６３６

やまのべ・まるごと・フェスティバルに献血バスが来ます

問合せ 　　保健福祉センター　☎（６６７）１１７７

日時／11月３日（火・祝日）　午前９時～午後３時30分　やまのべ・まるごと・フェスティバル会場で実施します
　　　※午後０時30分～２時の間は実施しません。

採血の種類
全血採血

400ml

年　齢

男性：17歳～69歳
女性：18歳～69歳

65歳～69歳の方については、60歳
に達した日から65歳に達した日の
前日までの間に献血を行った方に
限る。

体　重 男女50kg以上

持ち物
〇�身分証明書（マイナンバーカード、

免許証など）
〇献血カード（お持ちの方） 
〇�お薬を服用されている方は、お薬手

帳か飲んでいる薬がわかるものをご
持参ください。

〇スマートフォン

※前回献血から男性は12週、女性は16週空ける必要があります。

当日できる献血の対象者

【献血について】
　献血とは、病気の治療や手術などで輸血を必要としている患者さんの尊い命を救うために、　献血とは、病気の治療や手術などで輸血を必要としている患者さんの尊い命を救うために、
健康な人が自らの血液を無償で提供するボランティアです。健康な人が自らの血液を無償で提供するボランティアです。
　輸血に使用する血液は、まだ人工的に造ることができず、長期保存することもできません。　輸血に使用する血液は、まだ人工的に造ることができず、長期保存することもできません。
そのため、輸血などに必要な血液を確保するためには、一時期に偏ることなく献血にご協力いそのため、輸血などに必要な血液を確保するためには、一時期に偏ることなく献血にご協力い
ただく必要があります。ただく必要があります。
　ご協力いただきました血液は血液センターを通して、輸血を必要とする多くの方々に届けら　ご協力いただきました血液は血液センターを通して、輸血を必要とする多くの方々に届けら
れます。ご協力いただいた方には記念品をお渡しいたします。れます。ご協力いただいた方には記念品をお渡しいたします。

第
43
回
相
模
地
区
文

化
祭　
『
ぴ
っ
か
り

相
模
』
を
開
催
し
ま
す

　

文
化
の
秋
を
感
じ
に
、
お
気
軽

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／

〇
11
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
～
５
時

結
婚
相
談
会
を
開
催

し
ま
す

　

本
人
お
よ
び
家
族
な
ど
の
結
婚

に
関
す
る
悩
み
ご
と
の
相
談
に
応

第
18
回
玉
虫
能
中
峰

に
ヒ
メ
サ
ユ
リ
を
植

え
る
会 

従
事
者
募
集

　

平
成
21
年
か
ら
始
め
た
ヒ
メ
サ

ユ
リ
保
全
活
動
が
今
年
で
18
回
目

と
な
り
ま
す
。
今
年
は
次
の
日
程

で
草
刈
り
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
公
益
財
団
法
人

や
ま
が
た
森
林
と
緑
の
推
進
機
構

の
助
成
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
１
日
㈰　

午
前
９
時

～
正
午

活
動
場
所
／
玉
虫
沼
キ
ャ
ン
プ
跡

地
駐
車
場
周
辺
（
旧
玉
虫
湖
畔
荘

の
向
か
い
側
駐
車
場
）

内
容
／
草
刈
機
で
の
草
刈
り
な
ど

※
草
刈
機
、
飲
み
物
は
会
の
方
で

用
意
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

ヒ
メ
サ
ユ
リ
を
植
え
る
会
会
長

小
松
さ
ん

☎
０
９
０
（
７
３
２
６
）
６
５
７
３

車
ヶ
渕
遺
跡
発
掘
調

査
説
明
会
の
開
催
に

つ
い
て

日
時
／
10
月
25
日
㈰　

午
後
２
時

～
３
時
頃
（
事
前
申
込
不
要
）

場
所
／
車
ヶ
渕
遺
跡
発
掘
調
査
現

地
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
メ
ル
ヘ
ン
よ
り

東
へ
約
1.7
㎞
）

内
容
／
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た

古
墳
時
代
と
平
安
時
代
の
建
物
跡

や
遺
物
の
説
明
を
し
ま
す
。

そ
の
他
／
雨
天
決
行
。
駐
車
場
は

調
査
事
務
所
敷
地
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

（
公
財
）
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

☎
（
６
７
２
）
５
３
０
１

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
入
会

金
や
各
手
数
料
な
ど
は
一
切
か
か

り
ま
せ
ん
が
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

日
時
／
11
月
８
日
㈰
、
22
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
／
山
辺
南
部
公
民
館

対
象
／
結
婚
を
希
望
す
る
方
（
町

内
・
町
外
大
歓
迎
）

※
男
女
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。
家

族
の
方
も
相
談
で
き
ま
す
。

内
容
／
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い

相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談

相
談
担
当
／
山
辺
町
婚
活
支
援

員
・
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
会
員

※
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

個
別
に
対
応
し
ま
す
。

※
山
辺
町
婚
活
支
援
員
の
会
員

（
縁
を
取
り
持
つ
仲
人
さ
ん
）
も

募
集
中
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

山
辺
町
婚
活
支
援
員
・
や
ま
が
た

縁
結
び
た
い
会
員　

竹
俣
さ
ん

☎
０
９
０
（
３
６
４
９
）
８
８
２
８

昨年のぴっかり相模の様子

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

第
16
回
安
達
峰
一
郎

記
念
世
界
平
和
弁
論

大
会

　
「
安
達
峰
一
郎
記
念
世
界
平
和

弁
論
大
会
」は
山
辺
町
の
偉
人「
安

達
峰
一
郎
博
士
」
の
平
和
の
精
神

を
受
け
継
ぐ
弁
論
大
会
で
す
。
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
中
高
生
の
弁
論

を
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
８
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
１
時

場
所
／
中
央
公
民
館

主
催
／
山
形
大
学
認
定
都
市
・
地

域
学
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
、
山
辺
町
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
形
の
魅
力
再
発
見

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※
事
前
申
し
込
み
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

中
央
公
民
館

☎
（
６
６
４
）
６
０
３
３

〇
11
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
～
午

後
３
時

場
所
／
相
模
公
民
館

開
催
内
容
（
予
定
）
／
各
種
団
体

ス
テ
ー
ジ
発
表
、作
品
展
示
、キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

は
た
ら
く
く
る
ま
展
示
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど

対
象
／
町
内
外
ど
な
た
で
も

駐
車
場
／
要
問
合
せ

入
場
料
／
無
料

問
合
せ

相
模
地
区
文
化
祭
ぴ
っ
か
り
相
模
実

行
委
員
会
（
相
模
公
民
館
内
）

☎
（
６
６
４
）
５
６
６
３

　秋・冬物が入りました。あなたに合ったニットがきっと見つかるはず。ぜひおいでください。
日時／10月17日㈯～25日㈰　午前10時30分～午後４時　※10月19日㈪は休館
場所／ニット館「すだまり」

ニット館「すだまり」ニット館「すだまり」
やまのべニット・秋ニットスタートします‼



お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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【 広 告 】

保
護
ネ
コ
譲
渡
会
を

開
催
し
ま
す

　

保
護
ネ
コ
た
ち
に
会
い
に
き
ま

せ
ん
か
？
可
愛
い
ネ
コ
と
の
ス
テ

キ
な
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
！
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、

実
際
に
触
れ
合
い
に
来
て
み
て
く

だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
７
日
㈯　

午
後
１
時

～
５
時

場
所
／
相
模
公
民
館

ス
タ
ッ
フ
／
え
ん
た
ね
（
動
物
保

ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
（
Ｓ
Ｍ
Ｊ
Ｏ
）

ケ
ス
ト
ラ
（
Ｓ
Ｍ
Ｊ
Ｏ
）

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

ｉ
ｎ
や
ま
の
べ

　

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
ひ
と
足

早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
届
け
し
ま

す
♪

日
時
／
12
月
20
日
㈰　

開
場
：
午

後
２
時
30
分
、
開
演
：
午
後
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

入
場
料
／
無
料

※
飲
食
物
持
ち
込
み
可

問
合
せ

Ｓ
Ｍ
Ｊ
Ｏ
三
浦
さ
ん

☎
（
６
６
４
）
７
１
０
４

※イメージ

～
心
地
よ
い
関
係
と
、
こ
れ
か
ら

～
心
地
よ
い
関
係
と
、
こ
れ
か
ら

の
私
を　

生
き
る
ヒ
ン
ト
～

の
私
を　

生
き
る
ヒ
ン
ト
～

私
ら
し
く
、
対
等
に

生
き
る
た
め
に

　

Ｄ
Ｖ
は
身
体
的
暴
⼒
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
暴
⾔
や
監
視
、
⽣

活
費
を
渡
さ
な
い
⾏
為
、
性
的
な

⾏
為
の
強
要
な
ど
も
Ｄ
Ｖ
に
含
ま

れ
ま
す
。

　

知
っ
て
お
き
た
い
Ｄ
Ｖ
の
こ
と
、

Ｄ
Ｖ
家
庭
の
⼦
ど
も
へ
の
影
響
、

す
ぐ
に
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

複
雑
な
⼼
の
防
衛
反
応
に
つ
い
て

⼼
理
の
視
点
で
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
⼈
が
⾃
分
ら
し
く
⽣

き
る
た
め
に
「
安
⼼
・
安
全
な
関

係
性
」と「
こ
れ
か
ら
の
⼈⽣
（
未

来
）」
へ
の
⼀
歩
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
14
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午

場
所
／
遊
学
館
２
階　

学
習
室

（
山
形
市
緑
町
１
‐
２
‐
36
）

対
象
／
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

定
員
／
25
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
料
／
無
料

申
込
み
・
問
合
せ

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

チ
ェ
リ
ア

☎
（
６
２
９
）
７
７
５
１

チ
ェ
リ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

山
形

２
０
２
６

　

チ
ェ
リ
ア
で
活
動
し
て
い
る
団

体
に
よ
る
催
し
や
講
演
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
２
日
間
。

　

も
や
も
や
を
ワ
ク
ワ
ク
に
変
え

る
出
会
い
が
あ
る
か
も
！
ぜ
ひ
会

場
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日
時
／
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

会
場
／
遊
学
館
（
山
形
市
緑
町
１

‐
２
‐
36
）

参
加
費
／
無
料

申
込
み
・
問
合
せ

山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
チ
ェ
リ
ア
」

☎
（
６
２
９
）
７
７
５
１

～
職
場
・
家
庭
・
学
校
で
の
「
は

～
職
場
・
家
庭
・
学
校
で
の
「
は

て
？
」
～

て
？
」
～

身
近
な「
も
や
も
や
」

を
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

日
常
で
感
じ
る
「
は
て
？
」
や

「
も
や
も
や
」
の
話
し
合
い
と
、

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
企
業
・

会
社
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
解

説
を
し
ま
す
。

　

前
半
は
、
職
場
や
学
校
な
ど
で

感
じ
た
身
近
な
「
も
や
も
や
」
を
、

否
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て

話
せ
る
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
日
常
の
中
の
違
和

感
を
言
葉
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

後
半
は
、
専
門
家
に
よ
る
解
説

を
通
し
て
、
職
場
な
ど
で
起
こ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
策
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
人
ひ

と
り
が
抱
え
て
い
た
「
個
人
的
な

悩
み
」
や
違
和
感
を
、
人
権
擁
護

や
男
女
共
同
参
画
と
い
っ
た
広
い

視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
社
会
の
課

題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

開
催
日
時
／
10
月
25
日
㈰　

午
後

１
時
30
分
～
３
時

護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）

※
予
約
不
要

※
当
日
、
会
場
で
の
猫
の
受
け
渡

し
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
譲
渡
の
際
は
お
願
い
（
初
期
医

療
費
の
ご
負
担
、
飼
養
環
境
の
確

認
な
ど
）
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し

く
は
当
日
ス
タ
ッ
フ
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
猫
の
体
調
に
よ
っ
て
は
終
了
時

刻
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

相
模
公
民
館

☎
（
６
６
４
）
５
６
６
３

え
ん
た
ね　

沖
津
さ
ん

☎
０
９
０
（
６
２
２
３
）
７
０
０
２

福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
２
６

福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０
２
６

～
介
護
就
職
デ
イ
～

を
開
催
し
ま
す

日
時
／
11
月
11
日
㈬　

午
後
１
時

～
４
時

場
所
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

（
山
形
市
平
久
保
100
）

対
象
／
介
護
・
福
祉
分
野
の
仕
事

に
関
心
の
あ
る
方
、
就
職
を
希
望

す
る
方
、
令
和
９
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
方

内
容
／

①
採
用
担
当
者
と
の
自
由
面
談

　

�（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま
が
た
・

村
山
・
寒
河
江
管
内
に
本
社
ま

た
は
就
業
場
所
が
あ
る
介
護
・

福
祉
事
業
所
約
70
社
参
加
予
定
）

②�

福
祉
の
魅
力
を
発
信
す
る
講
演

会
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま

が
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ま
が
た
（
人
材
確

保
・
就
職
支
援
コ
ー
ナ
ー
） 

☎
（
６
８
４
）
１
５
２
１
（
４
５
＃
） 

場
所
／
遊
学
館
３
階　

第
３
研
修

室
（
山
形
市
緑
町
１
‐
２
‐
36
）

定
員
／
40
人

事
前
申
込
み
／
不
要

問
合
せ

山
形
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会 

男
女
共
同
参
画
委
員
会

☎
（
６
２
５
）
１
６
７
６

借
金
返
済
に
関
す
る

相
談
窓
口
」
の
ご
案
内

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り

の
方
、
ま
ず
は
お
電
話
を
。
相
談

は
秘
密
厳
守
・
無
料
。

相
談
専
用
電
話
／

☎
（
６
４
１
）
５
２
０
１

場
所
／
山
形
市
緑
町
２
‐
15
‐
３

（
山
形
工
業
高
校
東
側
）

受
付
時
間
／
月
～
金
（
祝
日
、
年

末
年
始
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
合
せ

山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
（
６
４
１
）
５
２
０
１

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



消費生活相談窓口から消費生活相談窓口から

　普段使っているアプリや会社からのメールでも、すぐに信用しないでください。
　実在する会社を装ったメールやSMSで、偽のサイトに誘導し、クレジットカード番号やパスワー
ドを盗む「フィッシング詐欺」が増えています。

消費に関する困りごとは、山形県消費生活センター　☎（６２４）０９９９　へ！

　80歳代の方に、普段利用しているアプリを装ったメールが届きました。「支払い方法の更新が必要」と書か
れていたため、メールにあるURLからサイトにアクセスし、クレジットカード番号などを入力。その後、約
20万円のネットショッピングの利用を知らせるメールが届きました。

～身近な会社やサービスを装ったメールに気を付けましょう～～身近な会社やサービスを装ったメールに気を付けましょう～
そのメール、本物ですか？そのメール、本物ですか？

・「登録している支払い方法に確認が必要です」

・「更新しないとアプリが使えなくなります」

・「カード情報を更新してください」

　などと書かれ、URL（インターネットのアドレス）
が載っている場合は、 フィッシング詐欺を疑いましょう。

こんなメールが届いたら要注意！

被害を防ぐ　　　 つのポイント！３

　「いつも使っている会社からのメールだから大丈夫」とは限りません。メールのURLにはアクセスせず、公
式アプリや公式サイトから確認しましょう。

　「カード情報を入力してしまった」、「身に覚えのない請求があった」、このような場合は、早めにカード会社
へ連絡するとともに、消費生活センターなどへ相談しましょう。

実際にあった事例

●困ったときは、一人で悩まず相談を！

●覚えておきましょう！

メールのURLをあらかじめ確認

メールやSMSに書かれたURL
からアクセスせず、正規のア
プリや、あらかじめ
登録した公式サイト
を利用しましょう。

カード番号などをすぐ入力しない

リンク先のサイトで、クレジッ
トカード番号やパスワードを
求められても、すぐ
に入力しないように
しましょう。

利用明細をこまめに確認する

クレジットカードなどの明細
を確認し、身に覚えのない利
用がないかチェック
しましょう。

●人のうごき（令和８年10月１日現在）　※（ ）内は前月からの増減

　 人口12,960人（-13）【男6,365人（-12）女6,595人（-1）】　世帯数4,841（-4）　出生1人　死亡15人　転入23人　転出22人

地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
森
林
認
証
木
を

原
料
と
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
や
ま
の
べ

第
８
３
５
号　

令
和
８
年
10
月
15
日
発
行　

編
集
発
行
／
山
辺
町
美
力
発
信
課
（
山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
緑
ケ
丘
５
番
地
）　

☎
０
２
３
（
６
６
７
）
１
１
１
０


